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機械の分解組み立てを通してのものづくり基礎教育に関する研究
上野孝行十 山本桂一郎tt 
The Development of a Practical Education Curriculum for the Dismantling and 
Assembly of an All-Terrain Vehicle 
Takayuki UENO Keichiro YAMAMOTO 
Recently，出巴 numberof technical training curricula which includes machine operation and know-how has 
mcr回日dy巴征 byyear. However， most of仕lestudents admitted into our college， do not have the experienc巴to
repair a machine. Lower grade students often do not even know how to use a too1 such as a driver or wrench. It is 
not interesting for血estudent to1eam how to use the too1 through rote and routine. Therefore， itis necessary to 
imp1ement unique teaching methods and materials for the purpose of 1earning about these too1s. We propose白羽
田 al1-terrainvehicl巴[ATV]would be a veηT attracti v e aid in仕letechnical education of students. The dismantling 
and assemb1y of ATVs would he1p血e10wer-grade students 1eam to use appropriate too1s in the correct way. 
Work:ing on血esevehicles would also he1p血巴 studentsunderstand 1arger machines such as cars and trucksラ and
conc氾ptssuch as whee1-alignment 
Keywords : Technical仕組ning，Al terrain vehicle， dismantlement and assemb1y， motivation 
1緒言
数年来の IT技術の発展により，学生の成長過程での
周辺環境が劇的に変化している.日常生活環境から機
械装置が携帯電話やゲーム機などの電子装置に置き換
わり ，機械装置の小型化， 高度化，高精度化もあいま
って分解してメカニズムを知る楽しみを知らない学生
が増えてきている.そのため，学生自らが機械や工具
に触れる機会が少なく，低学年のみならず高学年であ
っても正しい工具の使い方を習得していない学生が少
なからず存在する.このような背景から，学生が興味
を示すような実習を行い，学生のモチベーションを向
上させることは重要である.
機械工学科では，工具の取り扱いについて 1年次
の実習で、基礎を行っているが，その応用を行い，正し
い工具の取り扱いを定着させるとともに，機械の仕組
みや機構を座学での説明に加えて，実践形式で習得さ
せる必要が出てきた.
本研究では，機械工学科に在籍していながら機械に
ついてあまり興味を持たない学生にも興味を持っても
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らうきっかけとなるような実習を考案し，機械を扱う
ことの喜びを多くの学生に知ってもらうことを目的と
している.そのために学生の興味の対象となりやすい
バイクや自動車といった，乗り物の分解組立に関する
内容の実習を行い，学生が積極的に実習に取り組むよ
うな工夫を行う.
実習には様々な工具の取り扱い，各種機械部品，分
解組立に関する基礎知識の習得を盛り込み，その実習
の効果を検証する.実習の題材として2輪車と 4輪車
同等の脚回り を持ち，手軽に分解組立ができることか
ら4輪パギー(ATV)を選択して実習方案を検証した.
2 実習内容の検討
実習は 3週にわたり，座学では理解しにくいデファ
レンシャルギヤの構造や機能，サスペンションの機能
を解説し， 4輪パギーの分解組立を行うことにより各
種機械要素の知識や工具の取り扱いを実践的に習得で
きるものと した.一例として，組み立ての際にはトル
クレンチを使用してボルトのトルク管理を行うが，工
具の使い方や，ねじの役割について，この工程を実習
することによ り， わかりやすく理解することが出来る.
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3 実習の鼠行
本研究で提案する実習方案は，平成20年度より実施
することを目指している.実際に運用する前に試行と
しづ形で機械工学科2年生に対して実習を行った.以
下に詳細を示す.
実施対象:機械工学科2年 D班
実施日 : 2007/11/29 12/13 12/20 5"-'7限
l週目は，実習概要説明， 4輪パギー外装部品分解組
み立て， 4輪パギーの構造，各部解説，デファレンシ
ヤノレギヤの構造，機能の解説を行った.4輪パギーの
車体構造解説の様子を図 lに示す.分解には，本研究
で作成したテキストを用いた.テキストはl工程1ペ
ージとし，内容は図を多用し，必要な工具や規定トル
クを掲載する事で学生に分かりやすいものとなってい
る.デファレンシャルギヤの構造，機能の解説には，
改造した RCカーのシャーシやレゴ@マインドストーム
など教材を工夫し，容易に理解できるようにした.
2週目は，脚周りの分解，サスペンション，ブレー
キの構造，機能解説を行った.班員を振り分け，全員
がスムーズで均等に作業できるよう配慮、した.サスペ
ンションの説明では，合板で製作したホワイトボード
用のリンク教材や改造した RCカー，減衰力の異なる
RCカー用のダ、ンパ，レートの異なるスプリングを数種
類用意した.自作したリンク教材を図 2に示す.
3週目は，ハブなどの軸受け(ボールベアリング，ロ
ーラベアリング)の解説と，主に 2週目に分解した脚回
り部分の組み立てを行った.組み立てはトルクレンチ
を用い，組み立てにおいて最も重要であるトルク管理
を行二った.
図1 実習の様子
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図2 リンク教材
4 鼠行の結果
実習は，概ね予定したスケジュール通りに進んだ¥
学生は， 1年次に工具の取り扱いについての実習を受
けていたため， うろ覚えではあったが工具についての
基礎的な知識を持ってし、た.多くの学生が4輪パギー
に興味を示しているようで、あった.実習後にはサスペ
ンションやブレーキなどのレポート課題を課した.
実習後，学生に対してアンケートを実施した.実習
に対する要望を自由に記述させたところ，以下のよう
な前向きな意見が出た.
-作業場所をしっかり確保してほしい
.広い場所がいい(2)
・イスが欲しかった
.実践で工具を使った方が使い方をよく覚えられる
.実践の方が集中できる
-工具セットをもう lつ
-サスペンション内部を分解してみたい
.バイクに関する実習を増やして欲しい
• 4輸はまだ乗れないのでバイクに比べればちょっ
と興味を持てなかった
次に選択式アンケート結果の一部を図 3に示す.問
8，問 9より 9害IJの学生が今回の実習に興味を示し，機
械を触ることが好きなようである.
ものっくりには興味を示さない学生も，今回の実習
のような機械を触ることに関しては興味を持てたよう
であった.また，問 10より今回の実習により 7害IJの学
生の意識に変化が見られた.機械等に対するそチベー
ション向上を目的としている本実習としては良い結果
が得られた.問 11では， 6害IJの学生が製品と実習の関
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係に興味を示していない.しかし問 12より， 7害，[の学
生が製品と専門教科どの結びつきについては理解を示
したようである.アンケー卜結果より，試行した実習
は，細かな修正は必要であるが，ほぽ目的を達成した
といえる.今後さらに実習方案を整理し，完成度を高
めてし、く予定である. 1年次の実習で基礎的な工具の
取り扱いを学習するので，その応用となる本実習の実
施は2年次が適当だと考えられる.現在，平成 20年度
より，機械工学科2年で、行っている機械工作実習に組
み込み実習を行っている.
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-全然興味がもてない 回あまり興味がもてない 白どちらでもない
図興味深い 巳とても興味深い
問日今回の実習は興味のもてる内容だった
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問10機椛に対する意識が変わったか
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問11 実際の製品も、実習での肉容に近い方法で
作られていることがわかった
。% ↑叫 20% 30唱 4国 50% 6凹 70% B日% 9時 100鳴
・全然わからない 囚あまりわからない 目どちらでもない
四わかった 固とてもよくわかった
問12 多くの科目の内容が結びついて、
製品ができていることがわかった
図3 アンケートの結果(一部)
5 結言
4輪パギーの分解組み立て実習，教材の製作を通じ
て以下の結果が得られた.
1.学生が興味を惹く 4輪パギーを使用 して，実践的な
工具の使用方法や各種機械要素の理解を目的とした
実習方案を提案した
2.機械要素の理解については，レゴ、@や RC模型を使用
して教材を製作し，分かりやすいものとした これ
は，親しみ深くかっわかりやすい副教材となった
3.テキス卜は， 1工程 1ページとして理解しやすいも
のとした.この提案は学生にも好評で、あった.
4.試行において，学生は興味を持って実習に取り組ん
でいた.
5. 4輪パギーは2輪車， 4輪車のさまざまな機械要素
を含み，実習に取り入れやすいため教材として適し
ていることが分かった.
6.これらのことから，本研究において提案する実習法
案をさらに洗練させて実施することは，学生にとっ
て有用であると考えられる.
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